
模擬講義概要

経済学科　小野塚　祐紀　准教授　「入学基準日の影響について」

商学科　長村　知幸　准教授　「地域ブランドと地域経済」

企業法学科　橋本　伸　准教授　「商学部・企業法学科での「法学」の学びとは——民法入門」

社会情報学科　ジョーダン・チャールズ　准教授　「効率的な計画はどう立てるのか？」

一般教養科目　須田　珠生　准教授　「校歌　その成立と展開をめぐって」

外国語科目 　石川　友和　准教授　「 English in a multilingual world 」

 Any interest in English? Fancy learning about multilingualism-with-English (MwE)? Would you love to use English for
intercultural communication? If you have at least one “YES”, this open class is a must for you. For those with three
“NOes”, I need your help, so please join us! No prior knowledge is expected. Your curiosity is greatly appreciated.
Everyone is welcome.
日本語で補足しながら進めます! どなたでもお気軽にご参加ください!

　4月1日生まれと4月2日生まれで異なる学年に所属するように、誕生日のわずかな違いが人々の学校生活、ひいてはそ
の後の人生に影響するかもしれません。どのような影響があると考えられるのかを説明します。

　わが国では、人口減少と高齢化で国内市場が低迷するなかで、地域ブランドに取り組む事例が増加しています。本講
義では、地域ブランドの事例を取り上げ、どのように地域経済の振興に貢献しているのかについて説明します。

　本講義では、商学部・企業法学科での「法学」の学びと一般的な法学部でのそれの異同（あるいは、メリット・デメリット）
について簡単にお話しします。その上で、法学、とりわけ「民法」という学問領域について最近のホットなテーマ（いわゆる
「命の値段」（予定））を取り上げ、法学という学問の特色を説明します。

　毎日の食事や目的地への最短経路、建物の避難計画等効率の良い計画を立てたいことがよくある。本講義では、情報
系の視点から良い計画の立て方を考える。

 　今日の学校では、当たり前のように校歌が制定されています。しかし実は、明治以来現在まで、学校に校歌制定を義
務づけることを定めた法令は存在しません。
校歌はいつ生まれ、どのようにして広がっていったのか。そうしたことを歴史的な視点を踏まえながらお話します。


